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冷
戦
の
終
結
は
本
当
か

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
米
朝
首
脳
会
談
が
行

わ
れ
た
６
月
12
日
以
降
、
世
界
の
情
勢
は

根
底
か
ら
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
逆
に

言
え
ば
、
世
界
情
勢
の
変
化
が
米
朝
の
劇

的
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
や
欧
米
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
米
朝

首
脳
会
談
後
の
共
同
宣
言
に
朝
鮮
半
島

の
非
核
化
の
日
程
や
検
証
方
法
が
盛
り

込
ま
れ
ず
具
体
性
が
な
い
と
批
判
し
、
概

ね
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
報
道
に
覆
い
尽
く
さ
れ

た
。
そ
の
一
方
、
今
後
の
行
動
も
注
視
し

た
い
と
報
道
し
た
。

２
０
１
９
年
11
月
、
世
界
は
東
西
冷

戦
終
結
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ベ
ル
リ
ン

の
壁
崩
壊
か
ら
30
年
の
節
目
の
年
を
迎

え
る
。
そ
の
冷
戦
の
置
き
土
産
と
も
い
う

べ
き
朝
鮮
半
島
の
南
北
分
断
も
、
今
年
、

１
９
５
３
年
７
月
に
朝
鮮
戦
争
休
戦
協

定
が
結
ば
れ
て
65
年
目
と
な
る
。

冷
戦
終
結
と
い
え
ば
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁

崩
壊
の
３
カ
月
前
に
東
ド
イ
ツ
に
入
っ
て

取
材
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
で
反
政
府
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た

世
界
的
指
揮
者
、
故
ク
ル
ト
・
マ
ズ
ア
氏

か
ら
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
電
話
の
普
及
率

は
16
％
で
、
そ
れ
も
全
て
盗
聴
さ
れ
て
い

る
と
聞
か
さ
れ
た
。

マ
ズ
ア
氏
は
、ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
の
立

役
者
だ
。
１
９
８
９
年
10
月
９
日
の
ラ
イ

プ
ツ
ィ
ヒ
の
月
曜
デ
モ
の
参
加
者
が
７
万

人
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
４
カ
月
前

に
起
き
た
天
安
門
事
件
同
様
な
悲
劇
が

起
き
な
い
よ
う
東
ド
イ
ツ
当
局
に
働
き
か

け
、
軍
の
武
力
制
圧
を
回
避
す
る
形
で
平

和
裡
に
壁
を
崩
壊
さ
せ
た
人
物
だ
。

南
北
朝
鮮
分
断
は
、
東
西
ド
イ
ツ
分
断

と
は
状
況
が
大
き
く
異
な
る
が
、一
つ
確

か
な
こ
と
は
、
背
景
に
共
産
主
義
を
採
用

し
た
国
家
が
存
在
し
、
自
由
主
義
世
界

と
対
峙
し
た
こ
と
が
あ
る
。
時
代
は
変
わ

り
、ソ
連
帝
国
は
崩
壊
し
、
中
国
も
改
革

開
放
で
文
化
大
革
命
当
時
の
よ
う
な
狂

信
的
共
産
主
義
は
姿
を
消
し
て
い
る
。

し
か
し
、
自
由
主
義
に
移
行
し
た
と
思

わ
れ
た
ロ
シ
ア
は
、
強
権
の
プ
ー
チ
ン
政

権
が
長
期
化
し
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
を
武
力

で
無
理
や
り
ロ
シ
ア
に
編
入
し
、
未
だ
に

国
際
社
会
は
承
認
し
て
お
ら
ず
、
海
外
に

住
む
反
プ
ー
チ
ン
勢
力
の
人
間
狩
り
も

批
判
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
中
国
は
経
済
的
に
は
解
放
路
線

で
、
社
会
主
義
と
は
思
え
な
い
貧
富
の
差

を
産
む
一
方
、
共
産
党
一
党
独
裁
を
堅
持

し
、
監
視
カ
メ
ラ
の
増
設
、
ネ
ッ
ト
の
監

視
、
メ
デ
ィ
ア
の
言
論
統
制
な
ど
を
強
化

す
る
こ
と
で
、
国
民
の
人
権
や
自
由
は
極

端
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
東
西
冷
戦
時
代
の
よ
う
な

外
交
、
軍
事
面
で
の
強
い
緊
張
を
伴
う
対

立
関
係
は
薄
れ
、
特
に
経
済
面
の
比
重
が

増
す
こ
と
で
、
世
界
情
勢
は
大
き
く
変
化

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
は
む
し
ろ
複
雑

な
事
情
を
抱
え
る
イ
ス
ラ
ム
世
界
が
引
き

起
こ
す
問
題
に
人
々
は
目
を
奪
わ
れ
、
冷

戦
の
記
憶
は
遠
の
く
ば
か
り
だ
。

そ
ん
な
中
、
ア
メ
リ
カ
に
オ
バ
マ
政
権

が
登
場
し
、
ア
メ
リ
カ
が
世
界
の
警
察
官

の
役
割
を
退
き
、
ア
メ
リ
カ
自
体
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
が
極
端
に
落
ち
、
そ
の
間
に
中
国

が
台
頭
し
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
が
勢
い
を

増
し
、
憎
し
み
の
連
鎖
が
世
界
に
拡
が

り
、
世
界
は
さ
ら
に
混
沌
と
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
先
進
国
の

み
な
ら
ず
、
途
上
国
に
も
疲
労
を
も
た
ら

し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
恩
恵
に
浴

し
た
の
は
、一
握
り
の
金
融
及
び
Ｉ
Ｔ
ビ

ジ
ネ
ス
関
係
者
だ
け
だ
。
先
進
国
で
は
産

業
の
空
洞
化
が
進
み
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
や

保
護
主
義
政
党
が
支
持
を
集
め
て
い
る
。

若
い
世
代
が
目
に
す
る
こ
の
世
界
は
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
瞬

時
に
情
報
が
入
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
組
の

超
豪
華
な
生
活
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
経

済
的
成
功
以
外
に
人
間
が
幸
せ
に
な
る
道

が
な
い
か
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
が
ち
だ
。

リ
ス
ク
を
恐
れ
な
い
ト
ラ
ン
プ

自
由
主
義
先
進
国
が
重
視
す
る
民
主

主
義
、
自
由
、
平
等
、
公
正
さ
、
人
権
、

正
義
と
い
っ
た
価
値
観
か
ら
す
れ
ば
、
中

国
、ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
は
、
そ
れ
ら
に
反
す

る
行
動
が
多
い
。
そ
の
意
味
で
は
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
は
別
に
し
て
も
、
相
い
れ
な
い
も

の
が
多
い
事
実
は
変
化
し
て
い
な
い
。

安
全
保
障
問
題
で
も
中
国
の
軍
事
的

欧州からニッポンを見る
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覇
権
主
義
は
明
白
で
、
南
シ
ナ
海
の
み
な

ら
ず
、
周
辺
国
に
脅
威
を
与
え
て
い
る
。

北
朝
鮮
は
昨
年
ま
で
は
、
韓
国
、
日
本
、

ア
メ
リ
カ
を
標
的
と
し
た
核
開
発
を
加

速
化
し
、
軍
事
的
緊
張
を
高
め
た
。

ロ
シ
ア
は
、
周
辺
国
に
対
し
て
軍
事
的

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
し
、
国
際
社
会
の
非

難
を
よ
そ
に
ク
リ
ミ
ア
編
入
を
強
行
し
、

先
進
首
脳
会
議
か
ら
排
除
さ
れ
て
も
、
ど

こ
吹
く
風
だ
。
今
回
の
カ
ナ
ダ
の
Ｇ
７
で
、

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
他
の
主

要
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
い
こ
と
で
無
力

化
し
た
こ
と
に
Ｇ
７
を
時
代
錯
誤
の
遺
物

と
言
わ
ん
ば
か
り
だ
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｔ
Ｐ
）
や
気
候
変

動
対
策
の
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
し
、
さ
ら

に
は
イ
ラ
ン
核
合
意
か
ら
脱
退
し
た
こ
と

で
、
欧
州
先
進
国
は
反
発
を
強
め
て
い
る

が
、
本
当
は
な
す
術
が
な
い
。

リ
ベ
ラ
ル
派
が
大
好
き
な
国
際
協
調
と

か
、
多
極
化
均
衡
論
を
信
じ
て
い
な
い
ト

ラ
ン
プ
氏
は
、
自
分
の
支
持
基
盤
で
あ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
取
り
残
さ
れ
た
白
人
労

働
者
層
の
期
待
に
答
え
る
政
策
を
取
り

続
け
て
い
る
。
彼
ら
は
社
会
的
に
確
立
し

た
体
制
・
制
度
を
代
表
す
る
支
配
階
級
の

エ
リ
ー
ト
層
を
嫌
悪
し
て
お
り
、
ト
ラ
ン

プ
氏
が
改
革
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
自
分
の
支
持
層
の

要
求
に
ま
じ
め
に
答
え
よ
う
と
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
過
去
の
巨
額
献

金
を
す
る
金
持
ち
ク
ラ
ブ
の
支
持
者
で
は

な
い
。
素
朴
で
篤
実
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
も

支
持
層
の
16
％
を
占
め
て
い
る
。
彼
ら
は

リ
ベ
ラ
ル
派
が
も
た
ら
す
同
性
愛
や
妊
娠

中
絶
合
法
化
に
反
対
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
ス
タ
イ
ル
は
、豊
富
な
ビ
ジ
ネ

ス
経
験
、
特
に
不
動
産
開
発
で
培
っ
た
交

渉
力
な
ど
で
結
果
を
出
す
こ
と
を
主
眼

に
置
い
て
い
る
。
高
尚
な
政
治
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
や
熟
練
し
た
外
交
手
法
は
必
要
と

し
て
い
な
い
。
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
、
常
に
本

音
と
本
気
度
で
相
手
と
の
交
渉
に
望
む
。

リ
ス
ク
を
恐
れ
て
い
て
は
大
き
な
成
功

は
得
ら
れ
な
い
と
い
う
が
、
米
朝
首
脳
会

談
は
両
者
が
高
い
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と

を
決
断
し
た
瞬
間
だ
っ
た
と
私
は
見
て
い

る
。
リ
ス
ク
を
冒
す
の
は
ト
ラ
ン
プ
氏
だ

け
で
は
な
い
。
金
正
恩
労
働
党
委
員
長

も
、
こ
れ
ま
で
憎
ん
で
き
た
ア
メ
リ
カ
や

ア
メ
リ
カ
の
保
護
下
に
あ
る
韓
国
が
敵
国

で
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
は
実
は
大
き
な
リ
ス
ク
だ
。
北
は

確
か
に
体
制
保
証
を
取
り
付
け
、
米
韓

軍
事
演
習
の
中
止
も
得
ら
れ
そ
う
だ
。
だ

が
、
北
が
望
む
も
の
を
得
る
代
わ
り
に
、

ア
メ
リ
カ
が
敵
国
で
な
く
な
れ
ば
、
金
正

恩
独
裁
体
制
は
今
後
、
ど
の
よ
う
に
求
心

力
を
確
保
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

中
国
共
産
党
は
、
彼
ら
が
唯
一
、
日
本

支
配
か
ら
中
国
国
民
を
解
放
し
た
政
党

と
い
う
根
拠
を
協
調
す
る
こ
と
で
政
権
を

維
持
し
て
き
た
。
世
界
中
の
多
く
の
独
裁

的
政
権
は
、
敵
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
求

心
力
を
高
め
、
政
権
へ
の
国
民
の
不
満
が

高
ま
る
と
外
国
と
戦
争
す
れ
ば
、
国
民
の

目
は
政
権
か
ら
国
外
に
そ
ら
し
、
求
心
力

を
取
り
戻
せ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。

今
後
、
米
朝
間
系
が
改
善
さ
え
す
れ

ば
、
唯
一
考
え
ら
れ
る
の
は
、
朝
鮮
半
島

の
統
一へ
の
関
心
が
薄
く
、
拉
致
問
題
の

み
を
主
張
し
続
け
る
日
本
が
、
敵
国
と
し

て
残
る
可
能
性
は
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は

豊
富
な
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ィ
ー
ル
経
験
か
ら
く

る
自
信
の
上
で
、
世
界
で
最
も
孤
立
し
た

独
裁
国
家
の
残
虐
な
独
裁
者
を
交
渉
の

テ
ー
ブ
ル
に
つ
か
せ
た
の
も
過
去
に
は
な

い
こ
と
だ
。

ト
ラ
ン
プ
氏
と
金
正
恩
氏
が
直
接
会
っ

て
し
ま
っ
た
以
上
、
両
者
共
に
現
状
に
引

き
返
せ
な
い
領
域
に
踏
み
込
ん
だ
と
い
え

る
。
と
は
い
え
、
北
が
約
束
を
反
故
に
す

る
行
動
に
出
た
場
合
、
パ
ン
ド
ラ
の
箱
が

開
き
、戦
争
状
態
に
陥
る
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
。
今
後
の
行
動
と
結
果
を
重
視

す
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
交
渉
手
腕
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。




